
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月１８日（火）に令和６年度卒業証書授与式を行い、６年生２４名の子どもたちが立派な姿で比地小

学校の学び舎を巣立っていきました。主役の卒業生はもちろん、５年生を中心とした在校生の「門出のこ

とば」では、全校生が大きな声で気持ちを込めた呼びかけを行えました。卒業生、保護者、地域の方、在

校生、教職員とそれぞれの立場で思いを込め、やさしく、おだやかによい時間を過ごせました。 

この日を迎えることができたのは、保護者のみなさま、地域のみなさまのご支援・ご協力のおかげだと

強く感じています。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１４日（金）の２～３時間目に、５年生は華道体験を行いました。指導者の秋山先生から生け花の

基本を教えていただいた後、卒業式場を飾り、卒業生にプレゼントする花を生けました。花をぐるぐると

回してみて一番きれいに見えるところを探して生けることや、もらう人の気持ちを考えて生けることなど、

技術だけでなく心情の面も含めて教えていただきました。初めて花を生ける児童がほとんどだったのです

が、全員が時間内に美しく仕上げることができました。 

３月１４日（金）午後、秋山先生、地域の方々のご厚意により、６年生教室や、校長室、体育館などに

生花を飾っていただきました。比地小学校が地域に支えられていることを実感しました。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責 宇川 智典 

合い言葉 

みんなが笑顔 

爺 陽 の 空 へ 
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